
アデク
［木本］《忌避》

区別のポイント

葉は楕円形で葉脈は目立たない。対

生。幹は赤褐色で樹皮は縦に裂ける。

形態 常緑小高木。高さ３～ 10m。

分布 九州南部・沖縄

名前の由来

葉 〈全体〉長さ２～４㎝、幅１～ 2.5 ㎝の楕円形。革質で脈は目立たない。

〈付き方〉対生。

〈葉柄〉２～５㎜。

〈基部〉広いくさび形。

〈葉先〉鈍頭。

〈縁〉全縁。

備考 ９では中から好き。

出典 １，９

雄蕊の目立つ花を付ける。側脈はほとんど見えない。

若木の樹皮。


